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　市内の小学生10人が、９月15日～17日の２泊３日
の日程で、本市と姉妹都市提携している高知県土佐
町を訪問し、地元の小学生と交流しました。十和田
市では体験のできないクライミングや、雄大な

クライミングに挑戦クライミングに挑戦

　11月12日奥入瀬渓流グランドホテルで、地域活性
化シンポジウム「十和田湖畔地域の観光再生を目指
して」(地方自治法施行60周年記念事業)が開催され
ました。｢持続可能な観光のあり方とは」と題し基
調講演をした㈱星野リゾート星野佳路社長は、流行
だけで風化しない観光地にしていくため、十和田湖
のブランド力を評価・分析し、観光地のコンセプト
を定める重要性を強調しました。
　続いて青森大学附属総合研究所の末永洋一所長を
コーディネーターに、星野さんや十和田湖畔観光事
業者の喫茶「憩い」店主太田勝男さんらがパネル
ディスカッションを行いました。

　11月14日総合体育センターで、PR
実務研修から開催され、観光PRに関
心のある市民など40人が受講しました。
本事業は十和田市雇用創造推進協議会
が主催し、就業に役立つスキルアップ
を図り、平成21年度までの雇用創出目
標人数「328人」を目指します。 実践的なPRについて熱心に学ぶ受講者実践的なPRについて熱心に学ぶ受講者

　十和田湖畔の宇樽部地区と休屋地区を結ぶ国道
103号宇樽部トンネル内（全長1,450メートル）で、
人身事故や車両火災を想定した消防訓練が行われ、
消防署や消防団、県、警察の職員など46人の関係者
が参加しました。
　今回の訓練は、単独事故を起こした運転手が対向
車の下敷きとなり、車両火災も発生という想定で実
施されました。
　訓練では、トンネル内に設置されている非常電話
による通報、初期消火、消防署員による消火・救助
活動など、有事における関係機関の連携強化を確認
しました。

　11月10日中央公民館ホールで、市民ら180人が参
加し、現代美術館開館直前フォーラムを開催。第１
部はNHK新日曜美術館で司会を務めたはなさんに
よるトーク、第２部は森美術館館長の南條史生さん、
本市在住の画家明山應義さん、現代美術館出展作家
の栗林隆さん、そしてはなさんの４人によるパネル
ディスカッション
が行われ、｢アー
トとまちづくり」
のテーマに幅広い
意見が出されまし
た。

早
さ め う ら

明浦ダムの
見学に胸を弾
ませ、土佐町
の風土や歴史
などを学び、
少したくまし
くなって帰っ
てきました。


